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河
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彩
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様

河
内
神
社

秋
祭
り

日(

日)

例
大
祭

午
後
２
時

12秋
祭
り
は
、
は
る
か
昔
よ
り
秋
の
収
穫
を
神
様
に
感
謝
し
て
行
わ

れ
る
、
一
年
間
で
一
番
大
切
な
お
ま
つ
り
で
す
。

今
年
の
豊
か
な
実
り
に
感
謝

の
祈
り
を
心
よ
り
捧
げ
、
合
わ

せ
て
日
本
と
氏
子
・
崇
敬
者
の

平
穏
を
祈
願
し
ま
し
ょ
う
。

俵
神
輿
奉
納

た

わ

ら

み

こ

し

午
後
３
時
半
頃

朝
か
ら
河
内
の
各
地
区
を
担

ぎ
歩
い
た
大
人
、
子
供
の
俵
神

輿
、
総
勢
９
基
が
鳥
居
を
く
ぐ

り
境
内
に
集
結
し
ま
す
。
各
町

内
会
・
子
供
会
の
代
表
が
拝
殿

に
昇
殿
し
て
お
参
り
し
、
そ
の

後
、
参
加
者
全
員
が
お
祓
い
を

受
け
、
伊
勢
音
頭
の
木
遣
り
に

き

や

あ
わ
せ
て
俵
御
輿
を
担
ぎ
、
勇
壮
に
揉
み
合
い
ま
す
。

日(

土)

前
夜
祭

午
後
６
時
半
頃

11神
楽
奉
納

十
二
神
祇
と
新
舞

か

ぐ

ら

例
大
祭
の
前
夜
、
今
年
は
地
元
の
下
河
内
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
舞

の
奉
納
が
あ
り
ま
す
。
河
内
地
区
に
は
下
河
内
神
楽
団
と
上
河
内
神

楽
団
が
あ
り
、
毎
年
交
互
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。
河
内
伝
統
の
勇
壮
、

優
雅
、
楽
し
い
神
楽
舞
で
す
。（
狐
や
八
岐
大
蛇
も
出
る
よ
）

き
つ
ね

や
ま

た
の
お
ろ
ち
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当
日
は
夜
店
が
出
て
、
沢
山
の
参

拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

日
本
人
は
神
代
、
天
照
大
神
が
皇

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

孫
、
瓊
瓊
杵
尊
に
稲
穂
を
授
け
ら
れ

に

に

ぎ

の

み

こ

と

て
よ
り
、
稲
作
を
中
心
に
生
活
を
営

み
、
命
を
つ
な
い
で
来
ま
し
た
。
稲

刈
り
を
終
え
た
こ
の
時
期
、
各
地
で

秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
河
内
神
社

に
お
い
て
も
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様

と
秋
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
い

も
の
で
す
。

宮
司

山
田

茂
雄

七
五
三
祭

月

･
･

(

午
後)

日

11

14

15

16

男
子
３
歳･

５
歳
、
女
子
３
歳･

７
歳
に
は
、
氏

神
様
に
七
五
三
詣
を
し
て
、
無
事
に
成
長
し
た
こ

と
に
感
謝
し
、
更
な
る
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

右
記
以
外
は
希
望
日
時
を
ご
相
談
・
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

社
務
所(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

【
七
五
三
早
見
表
】
数
え
年〔
平
成

年
版
〕

26

３
歳
男

女

５
歳
男

７
歳
女

平成

24
年生
(2004)

平成
22
年生
(2006)

平成

20
年生
(2008)

新
嘗
祭

月

日(

日)

午
後
２
時

12

14

今
年
収
穫
し
た
新
米
を
神
様
に
お
供
え
し
て
お
祭
り
を
行
い
ま
す
。

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
と
今
年
一
年
の
神
様
の
恩
に
感
謝
し
、
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
ご
加
護
を
お
祈
り
し
ま
す
。

河
内
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

氏
神
様･

河
内
神
社
の
御
札
と
と
も
に
神
宮
大
麻

お

ふ

だ

じ

ん

ぐ

う

た

い

ま

(

伊
勢
の

神
宮
の
御
札)

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う

皆
様
の
家
庭
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
！

身
近
で
見
守
る
地
元
の
氏
神
様
「
河
内
神
社
」
の
御
札
と
日
本
全

土
を
広
く
見
守
る
神
様
「
天
照
皇
大
神
」
の
御
札
を
お
ま
つ
り
し
ま

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

し
ょ
う
。
日
々
豊
か
な
生
活
が
送
れ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
日
常
の
様
々
な

時
に
神
様
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

新
し
い
力
、
新
し
い
命
を
頂
く
た
め
、

御
札
・
御
守
は
新
し
く
取
り
替
え
ま

お
ま
も
り

す
。
古
い
御
札
、
御
守
は
氏
神
様
に
納
め
、
一
年
を
無
事
に
過
ご
せ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
御
札
・
御
守

は
河
内
神
社
で
授
与

な
ど

し
て
お
り
ま
す
。

大
大
麻

２
０
０
０
円

小
型
神
棚

１
０
０
０
円

伊
勢
の

神
宮
中
大
麻

１
２
０
０
円

御

神

籤

１
０
０
円

お

み

く

じ

小
大
麻

８
０
０
円

健
康
長
寿･

良
縁
結
び･

就
職
な

ど

河
内
神

河
内
神
社
中
御
札

１
０
０
０
円

社
限
定

携
行
御
守

各
５
０
０
円

御

札

５
０
０
円

交
通
安
全
御
守

５
０
０
円
ほ

か

御
札
の
ま
つ
り
方

お

ふ

だ

(

手
前)

祈
願
祭
も
受
付

神
社
で
…

安
産
祈
願
・
初
宮
参
り
・
厄
払
い

・
車
の
祓
い
・
家
内
安
全
・
合
格
祈
願
等

現
地
で
…

地
鎮
祭(

新
築)

、
家
祓
い(

入
居)

、

じ

ち
ん
さ

い

や

ば

ら

上
棟
祭
、
商
売
繁
盛
、
安
全
祈
願
、
開
店
祭
な

ど

不
明
な
こ
と
や
日
時
、
式
次
第
な
ど
電
話
で

ご
相
談
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

電
話(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

横に並べてまつる場合

重ねてまつる場合

重
ね
る
場
合
、
手
前
か
ら
神
宮
、

河
内
神
社
、
崇
敬
す
る
神
社
の

御
札
の
順
に
お
ま
つ
り
し
ま
す
。

河 内 神 社 報 平成２６年１０月１０日 第21号



（2）

広
島
の
神
社
伝
承
文
化

神

楽
─
か
ぐ
ら

④
東
日
本
各
地
の
神
楽

禰
宜

山
田

岳
晴

神
楽
と
よ
ば
れ
る
も
の

か

ぐ

ら

の
範
囲
は
広
く
、
広
島
で

み
ら
れ
る
神
祇
神
楽
の
ほ

か
に
、
全
国
的
に
は
、
神
楽
と
よ
ば
れ
る
巫
女
舞
、
湯
立
舞
、
獅
子

み

こ

ゆ

た
て

し

し

舞
な
ど
も
あ
る
。
前
回
に
引
き
続
き
、
五
畿
七
道
と
旧
街
道
を
基
に
、

今
回
は
東
日
本
の
神
楽
を
み
て
い
く
。

北
陸
道
（
北
陸
）
で
は
、
ほ
と
ん
ど
神
楽
は
み
ら
れ
な
い
。

京
寄
り
の
旧
街
道
沿
い
（
東
海
）
で
は
、
伊
勢
の
太
神
楽
と
そ
の
系

だ
い

か

ぐ

ら

統
の
神
楽
が
み
ら
れ
る
。
正
月
を
中
心
に
舞
台
や
各
戸
を
ま
わ
る
。

二
人
立
ち
の
獅
子
舞
で
あ
る
。

京
と
江
戸
の
中
間
の
旧
街
道
沿
い
（
天
竜
川
、
大
井
川
流
域
）
で
は
、
信
濃

し
な

の

の
霜
月
神
楽
、
三
河
の
花
祭
な
ど
、
信
濃
と
河
川
交
通
で
つ
な
が
る

遠
江
、
駿
河
、
三
河
の
一
部
に
湯
立
舞
が
み
ら
れ
る
。
秋
か
ら
冬
に

と
お
と
う
み

す
る

が

か
け
て
、
湯
立
の
設
備
を
備
え
た
常
設
ま
た
は
仮
設
の
神
楽
殿
で
行

わ
れ
る
。
中
世
伊
勢
で
整
備
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
舞
い
を
と
も
な
い
、

湯
立
て
、
湯
祓
い
を
繰
り
返
す
。

江
戸
周
辺
の
旧
街
道
沿
い
（
関
東
お
よ
び
周
辺
域
）
で
は
、
太
々
神
楽
、

だ
い
だ
い

か

ぐ

ら

里
神
楽
な
ど
、
各
地
で
神
祇
神
楽
が

み
ら
れ
る
。
春
と
秋
の
祭
礼
時
に
常

設
の
神
楽
殿
で
行
わ
れ
る
。
神
楽
殿

に
は
腰
組
な
ど
で
持
ち
出
し
た
廻

こ
し

ぐ
み

縁
、
高
欄
が
あ
る
。
舞
台
の
床
は
目

こ
う
ら
ん

線
よ
り
高
く
、
多
数
の
観
客
に
対
応

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
黙
劇
の

要
素
が
強
く
、
能
楽
や
歌
舞
伎
の
影

響
も
み
ら
れ
る
。
埼
玉
県
の
鷲
宮
神

わ
し
の
み
や

社
の
神
楽
が
起
源
と
い
わ
れ
る
。

奥
州
街
道
以
北
の
東
山
道
（
東
北
）
で
は
、
陸
奥
の
法
印
神
楽
、
山

と
う
さ
ん
ど
う

む

つ

ほ
う
い
ん

伏
神
楽
、
出
羽
の
番
楽
な
ど
神
楽
が
み
ら
れ
る
。
お
も
に
夏
祭
時
に
、

で

わ

ば
ん
が
く

仮
設
の
舞
台
や
民
家
の
座
敷
で
行
わ
れ
る
。
常
設
の
長
床
を
舞
台
と

な
が
と
こ

これらのほか、獅子舞･巫女舞なども点在する

神楽殿の例(玉村八幡宮[群馬県])

す
る
も
の
も
あ
る
。
神
祇
神
楽
が
主
体
で
、
権
現
様
と
も
よ
ば
れ
る

一
人
立
ち
の
獅
子
舞
が
加
わ
る
。
中
世
修
験
者
と
関
わ
り
が
深
い
。

ま
た
、
保
呂
羽
山
に
は
湯
立
を
と
も
な
う
霜
月
神
楽
も
あ
る
。

ほ

ろ

わ

さ
ん

河
内
地
区
み
な
さ
ま
の
氏
神
様

河
内

神
社

○̍検
索

六
角
燈
籠
が
奉
納

と

う

ろ

う

【
奉
納
者
】
大
下
宣
義
様(

上
河
内)

立
派
な
六
角
燈
籠
が
、
拝
殿
奥
側
の

八
畳
の
天
井
に
、
河
内
神
社
相
談
役
・

大
下
宣
義
様
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

灯
籠
本
体
は
金
銅
製
、
光
源
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
、
幅
は
１
メ
ー
ト
ル

セ
ン
チ
ほ
ど

35

あ
り
ま
す
。

足
跡
の
深
さ
に
感
謝

そ
く
せ
き

氏
子
総
代
長

先
本

民
治

『
柴
か
り
、
縄
な
い
、
わ
ら
じ
を
つ

く
り
─
─
』
二
宮
金
次
郎
が
重
荷
を
背

負
う
姿
を
見
て
、
今
日
も
子
供
た
ち
の

歓
声
が
こ
だ
ま
す
る
学
び
舎
。

村
社
の
拝
殿
が
、
ウ
ラ
ジ
ロ
の
衣
に
似
て
、
鎮
座
の
神
々
集
う
本

殿
が
、
風
雪
と
共
に
創
り
上
げ
た
檜
の
杜
に
な
り
ま
し
た
。

幣
殿
よ
り
畏
敬
の
誠
を
持
ち
つ
見
あ
ぐ
る
昇
殿
の
十
九
と
一
段
の

本
殿
。
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
古
材
の
瑞
垣
に
、
萩
の
小
む
ら
さ
き
が
寄

り
添
う
頃
、
巫
女
舞
奉
ず
る
二
間
四
方
に
、
明
か
り
が
灯
り
ま
し
た
。

六
角
半
菱
燈
籠
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
彫
金
の
透
か
し
に
相
談
役
、
大

下
宣
義
大
兄
の
心
で
あ
り
ま
す
。

年
の
総
代
長
奉
職
の
誠
と
敬
神

21

崇
祖
の
灯
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
蛍
光
の
昼
光
色
が
畳
目
に
姿
を

消
し
、
四
尺
五
寸
の
輝
き
に
変
化
し
た
心
で

あ
り
ま
す
。『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

檜
の
杜
も
相
談
役
発
案
の
事
業
で
あ
り
ま

し
た
。
氏
子
崇
敬
の
各
位
が
、
奉
仕
、
奉
賛

の
念
厚
き
作
業
の
汗
と
手
に
な
る
緑
深
き
鎮

守
の
森
と
化
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
御
神
徳
の
高
揚
に
、
深
甚
な
る

敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
総
代
長
の

永
き
ご
奉
仕
に
、
先
般
、
神
社
本
庁
・
池
田
厚
子
総
裁
よ
り
名
誉
あ

る
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
我
が
村
社
初
め
て
の
栄
誉
で

あ
り
、
意
を
同
じ
く
す
る
者
と
共
に
祝
意
を
顕
し
ま
し
た
。
足
跡
の

深
さ
に
改
め
て
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
、
今
後
と
も
、
村
社
は
も
と
よ

り
地
域
発
展
の
た
め
、
御
指
導
戴
き
た
く
存
じ
ま
す
。
育
ち
ゆ
く
杜

と
共
に
改
め
て
お
礼
を
い
た
し
ま
す
。

上
河
内
神
楽
団
の
子
供
た
ち
熱
演

第

回
広
島
県
神
社
関
係
者
大
会

59

８
月

日
、
県
立
文
化
芸
術
ホ

26

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
広
島
県
神

社
関
係
者
大
会
に
お
い
て
、
県
内

神
楽
の
伝
承
と
後
継
者
育
成
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
子
供
神
楽
競
演

会
に
上
河
内
神
楽
団
の
子
供
た
ち

が
出
演
し
ま
し
た
。

１
７
０
０
人
も
の
参
加
者
の

前
で
、
十
二
神
祇
神
楽
（
四
天

王
）
を
熱
演
し
ま
し
た
。
煌
び

や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
子
供

た
ち
の
息
の
合
っ
た
演
技
に
会

場
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

神
社
の
水
路
へ
の
流
入
止
ま
る

境
内
地
南
側
仮
道
路
横
の
水
路
に
、
上
流
か
ら
流
れ
込
ん
で
い
た

雨
水
な
ど
が
、
上
流
の
下
水
道
工
事
の
完
了
に
伴
い
止
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
境
内
に
上
が
る
取
り
付
け
道
路
の
設
置
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
河
内
神
社
合
祀
百

年
事
業
の
計
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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